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親鷺の聖徳太子観
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1.序 説

仏教各宗の祖師の中で,親 鷲(1173--1262)ほ ど聖徳太fを 心 よ り崇敬 した人物はな い

であろ う,彼 が何 故にか く太Jに 心酔す るに至 ったか,そ れは偶然ではな くして,彼 を と

りま く環境 の中に,か くあ らしめ る由縁が 存在 していたのである.又 親 鷲の太 子観 は,信

仰的 ・宗教的 の連 りを もち,そ の内容 も歴 史を超 えた深 い意味 を持 っているのである.今

之等の問題について考察 して見たいのであ る.

2.太 子 信仰 と親鷺

聖徳太i(574--622)は 生来1i恩明 な方であ った ことは伝記の物語 って いるところであ る

が,決 して仏 ・菩薩の如 き超 人間の人物ではなか った1).し か し太 」の箆去後 まもな く太

Jを 超 人化 し,太 」信仰 を誕fせ しむる繭 芽を生 じたのであ る.今 その繭芽 と思考 され る

ものを拾 って見よ う.

(1)太子 の滅后(623)に 王 后,=1:-」,諸 臣等が太f等 身 の釈迦像 をつ く.,た.こ れが 法

隆 寺金堂 の釈迦三尊像 である.こ の釈迦像が太子等身 の像 である ことは,釈 迦像 を拝 む こ

とが,太 子 を拝む ことであ り,太 子 を拝む こ とが,釈 迦 を拝む こ とであって,太 子 と釈 尊

とを…体 の仏であ るとい う認識に よるものであ る.後 に太子が 日本 の釈尊 と して尊敬 され

るよ うにな ったのは,こ の釈迦三 尊像の造立 であ った と思われ る2).

(り)太ltは推 占30年 壬/f(622)2刀22日 に 斑鳩宮にて莞去 した.時 に橘大郎 .女が太fの

死を悲 しみ,太 」勉L前 の持r‡によって繍帳 を製作 した.こ れが現在 の中宮寺 の天寿国曼茶

羅 である・ その銘文 の中に 「我大王所レ告,世 間虚 仮,唯 仏是眞,玩 。,味共法_,慮 レ生 、

於天寿國之 中_」 と記 してある.3)こ のr上 宮聖徳法王帝 説』 の記事 は信川 に価 いす る も

の と思われ る.4)何 れ に して も太 子箆去 直後 に太子が浄 トに往生 した とい うことは,太1'

のiに 永遠 の生命を見出 さん とす るもので太子 を超人化せ ん とす る源流 と見 てよいだ ろ う.

(3)には 太子を して神格化 した原因の一 と して 山背大兄王 の捨身的行動 を挙げねば な らな

いだろ う.山 背大兄王は皇位継 承問題 よ り蘇我氏に敵視 され,入 鹿が643年 に 兵を遣 して

斑鳩 宮を襲 った とき,大 兄王は 「兵 を起 して入 鹿を伐てぽ勝つ ことは必定であ るが,そ れ

がために百姓 の命 を害 うる ことになるか ら,吾 が一身を入鹿 に賜 う」 と云 って5),妻 子 と

共 に 自殺 した.こ れ は山背大 兄王が聖徳太 子の 「諸,・悪莫作,衆 善奉行 」とい う遺 誠を実 践

した ものであって,仏 教 の理想 に殉 じたのである.こ の崇高 な行 動が国民を して感動せ し

め,ひ いては父聖徳王を して0層 超人化 した ものであ ろ う.
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(Dに は 阿佐太f筆 と伝 え られ る太r`_二 王 子の像 を挙げねば な らぬ.こ の肖像画 は 口本 に

於け る最 占のもの と思われ,太J像 を中心 と して,左 右 に二童子が立つ三尊形 式の画像 で

ある.唐 本御 影とも,阿 佐太 」御影 とも云われ ている.し か し三尊 の冠や服飾 な どよ り推

定 して天武 ・持統 両朝(672-一 一一696)頃 の もの と思われ るか ら,白 鳳時代 の作1]Cil-1と考 えP♪れ

る.何 れに して も太子滅後'{を世紀 に して,か か る肖像画が描かれ た とい うことは,太 子が

その頃か ら,尊 敬 されていた ことを示す ものであ る6).

(5)には,養 老4年(720)に 元il_:天皇 の命 によって,舎 人親 下(616-735)を 中心 とす

る宮廷 史家が編 纂 したr日 本 膨聯 己』 には,太1孔 琵 去の時 の状況 を述べ てr異 泣之聲,満 、

於行路 、iと 皐、「皆 日月失レ輝,ノ ぐ地既 崩,自 レ 今以后誰侍 哉1と 云 っている7),こ の 記

・娘よ太1孔滅後100年 頃 の ものであ 0,て,太/を 神格 化せ んとす る傾 向が見 られ る.

さて,iに 述 べ たのは太1を 超 人/ヒせん と した崩 芽と見 られ る もので あるが,之 等の見

解 を伝承 して,は っき りと聖徳 太,fを 神 格化 したのは,(1)は 太fを 南岳恵思 禅r{lll(515

577)の 後 身 と見る説 と,(2)は 太rを 観 音の 化身 と見る説 とで ある.前 者は鑑真 の日本渡

)kに よ り初ま り,そ の弟f法 進(709-778)や,思 託(一 一805頃)に よって_t"張 され たも

のであ る8).

後 者は 「太子伝暦」の説であ る.・ 伝暦』は藤 原兼輔(879-一 一一933)に よ って,延 菖蓬{二17年

(917)に 撰 述 され たものであ る.1伝 暦 」は太fに 関す る伝説 を集大成 したもので,太
一
1孔は 著 しく理想化 され,神 格化 され,恵 思 禅師の再誕 よ りも一一歩を進め て救 世観音 の化身

と して仏 と同格に まで高め,太 子伝 と釈迦一代記の構成 と同致せ しめて いる.そ の中,太

fを 観音の化身 とす ることについては,百 済の賢者 口羅が太子を拝 して 「敬 礼救 世観 世 音.

伝 灯東方粟散王」 と云 った と記 し,9)又 百済の使,阿 佐 王子が,太 子を合掌恭敬 して 「救

世大慈観音菩薩,妙 教流 通,東 方 口國」 と云 った10)と 伝 えてい る.

さ らに慶滋保胤(一 一997)の 著r日 本往生極楽記』 には,西 方浄⊥ に願生 した 者として,

42人 を挙 げ,そ の第一に聖徳 太子 を挙げてい る11).こ れ によって,太 子は観音 の化身 であ

るとIl_に,西 方願生 者であ るとい う思想が生 まれ,こ の考 え方が,親 鷲の瓜考 の1{1に注 入

されてゆ くのであ る.

か くして太 」信仰が一般に普及 されてゆ くのであ るが,そ の媒介 とな ったのは四 天一E寺

が1,i心 で あ ると思われ る.『 御f印 縁起 』に 「宝塔 金堂,相 、、当極楽東門中心..」 と ある

如 く,四 天王寺の西門が極 楽の東門に向いあ ってい るとい う信仰が成 り、r.ち,こ の信仰は

浄1教 思想 の発展 と共に11世 紀 頃 までに一般化 し,四 天王寺は西方願{セ者に とって,象 徴

的 存在 とな ったのである.

親 驚の太 予崇敬の念慮 は,上 述 の如 き太子 信仰の形成,発 展 に関係を持つ と共に,直 接

的な由縁 としては,叡 山 とい う地縁 と慈 円 とい う人縁 にあるのである.

先づ 四天王寺 と叡 山仏教 との関 係につ いては,(1)太 子 を南岳恵 思担ii師の 後身 と見 る思想

は伝教や12)光 定 ・Ilj仁に も伝承 され,太Jに 対す る心情 は天台の祖 師南 后の後身 として,

宗 門列祖 の一人 として考 え られ たのである.(2)法 曜一乗 を通 じて太Jと の連 りを持 つに至

った.弘 仁7年 に伝教 は四天王寺 の太子廟 にて 「海 内求縁 力,帰 心聖徳宮,我 今妙法 」等

の詩を捧げ て13),法 華 宗 に因縁 の深 い太子 との結 びつ きを求 めたのであ る.(3)四 天 王寺 が

浄L教 徒 の象徴的存 在で あったが,こ れ と天台浄L教 との結 びつ ぎが,四 天三E信仰 を一層

高揚せ しめ たのである.親 驚は台 爵に9歳 よ り29歳 ま で,堂 僧 として滞在 していたので,

地 縁 として,叡iJ」 仏 教の影響 と,感 化を うけた ことは当然であ る.

次 に人縁 と しては,親 驚が青蓮院にて得度 した時の師慈円(1!55--1225)の 感 化を挙げ
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ね ぽな らぬ.当 時,慈 円は青蓮院 白川坊 に居住 し,親 鷺在 躊時代,座 主の任にあ ったので,

親 鷲の学 問 ・思 想に深 い影響 を与 えた と考 え られる.之 等 に関す る詳細な考察は,別 所に

発表 した拙論 に記述 してある14)の で.薙 には要点 だけを列挙 したのであ る.

3.親 鶯 と太子 との精神的遙遁

親鷲が夢 の中で太fと 濯遁 したのは,前 後数 回に一rrって いる.

第 一一P」1は建久2年(1191)9刀 に磯 長廟参 籠の時 の夢 告であ る.こ の時親鷲は19歳 で あ

った.こ の説は正徳5年(1715)真 宗 高田派 良空 に よって編せ られた 「高田開山親 鶯聖 人

」F:統伝」巻一5)に 載 せてあ るものであ る.こ のr正 統伝』に親鶯が19歳 の建久2年 初秋に法

隆寺に参詣 し,60日 滞 在 して因 明を'学び,そ の帰途9}112日 に河 内磯 長に至 り,翌13LIよ

り15[ま で 参籠 し,そ の第二 夜に太fの 示現 にあつ か った と云 ってい る.そ の示現 の 文は

我 一こ尊化塵沙界 口域大 乗相鷹地

諦聴諦聴我教令 汝 命根慮十除歳

命終速入清 浄.L,}_r:rt信 ≡善信真 菩薩

とい う六句であ った と伝えている.こ の19歳 磯 長参籠の事実は一一 には 周矢ilされ ているが,

史 実 としては疑問を持つ人が多いのであ る.何 故であ るか と云えばr正 統伝」は高 田三代

顕智(1226-一 一一1310)の1編 集 した本伝に よった と云 って いるが,こ の本伝は現存伝 っていな

い.さ らに褐文 の第 四句 目の 「汝命 根慮十 飲歳」 とあ るが,そ れ よ り10年 後 の 吉水入室を

予想 した作意的の ものである とい うのが,そ の理 由の主た るものであ る.し か も,こ の

r正 統 伝』は本願 寺派 の玄 智の書いた 『非正統 伝」16)に は 「彼 自 ら 『正統伝」 と題すれ ど

も,そ の実 は邪統伝 である」 と批 評 している し,存 覚述 と して伝え る 「親鷲聖人正明伝』

四巻 も,玄 智のr非 正統 伝」 には,こ の書が存覚の編著でない ことを述べて 「余人の作 し

て常 楽の聲誉 をか りて世 に行 しめん とす る ものか,或 は草記の類あ りしを,良 空縦に増修

して印布 し,巳 が新伝 の輔翼 とす るのか,本 伝の文 を剰す る事,新 伝(正 統伝の こと)類

同せ り」 と評 している17).成 る ほ ど正統 伝は厳密 な意味 では,r太 子 伝暦』の如 く伝 説的

のものを集大成 したものではあるが,そ の記 事全 部が誤 りである と云 うことはで きない,

他 の信川すべ き文献 と一致す る場 合はこの正統伝 の記事を採川 して差 し支 えない と思われ

るのである.

さ て,こ の六 句の偏文 の中1淳 信 善信真 菩薩」 の 句にある 「善信iの 二 字について考察

の必要が ある.親 鷺はr教 行信証」化巻末 に配流 の事実 を述 べ,さ らに源空 よ り「選択集」

を付属 され た時 のことを述ぶ る中 に 「又依 一、夢告_改 、.紳空字二 同 日以、.御筆_令 レ書 、

名之字_畢 」 とい う文が ある.18)こ の 中に 「依夢告」 とある夢告 は明に建 久2年 の磯 長参

籠 の時 の夢告 を指 したもの と見 るべ きで,紳 空 を善 信 と改 めた事実 を云 うものであろ う.

そ のこ とは存覚 の 『六要紗」第六19)に

又依等 者,依 .、太 子告_改 名子細即 載 、初巻撰 号解一.言乞.11、 ・令 書名之字畢..者1序 信是

也.

と云 って,化 巻の夢 告は,太 」孔の告で あるこ とを示 し,1之 字 書か しむ とは紳空 を改 め

て善信 と したことをあ らわす もの と解釈 してあるのである.こ れ は明に19歳 の時 の磯 長参

籠の時,太 子の夢告を肯定 して いるので ある.こ のこ とは 『六要紗」第 一 〇)にも

後入 一,真門黒谷門 ドー.共名紳空,假 実相兼.而 依、,聖徳太 子告命_改 ロー、謝[_1-、

と述べ てある.存 覚は覚如の長子で あるか らこの記事 は十分 に信川 して差 支えない と思わ

れるので,19歳 の磯長廟夢告は事実で あったと認むべ きで あろ う.

磯 長参籠や四天王寺参籠は平安 よ り鎌倉時代にかけて各宗の開祖や碩学が実行 して いる
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ところであ り,浄f門 に於 ても,西 山派祖証空 も自著r観 門義』の中に,四 天王寺に参寵

した ことを記 している.こ れは証空の外護 者であ った慈円が別 当職であ った関係で あると

思われ る21).親 鶯 は堂僧 であった と云 え,入 山 已来,慈 円 と師弟関係を結んで いるか ら,

当然,慈 円の太 子観 に影響 され たと思われ るので,19歳 参 籠説 も否定で きない と考えるの

である.

第 二1・iは建仁元年(1201)六 角堂参籠 の時 の夢 告である.こ の時,親 鷲 は29歳 で あった・

この ことは親鷲 の妻恵信尼が,夫 親鷲 の死去 の報 に接 して京 に居住 している末娘覚信尼に

宛てた書簡 の中22)に

や まをいで,六 か くだ うに百 日こ4、らせ給 て,こ せ をいの らせ給け るに,ノ しト五 日のあ

が月,i、 や うとくたい しの もんをむすび て,ゼ げ んにあつ か らせ給 て候 けれ ば,や が てそ

のあか月いで させ給 て,こ せ のたす か らんずるiノ ＼にあい まい らせ ん とたつ ねまい らせ て,

ほ うねんL人 にあい まい らせ て

等 と階かれてある.こ の文の中,問 題 となるttiは(1Mし や うとくたい しの もん1と は何

を指すのか.(2)「 もんをむす びて」 とあるのは,ど うす る ことか,(3)じ げ んにあつか らせ

給て」 とある示現 とは,如 何 なるものか とい う一一一1iiであ ろ う.

先づ第一の 「しや うと くたい しの もん」 とい うのは三骨 一廟の文であろ う.23こ の 文が

'll時聖 徳太子の文 と信ぜ られていたか らである
.第 二 の 「もんをむす びて 」とあるのは,

多 くの学 者は,太Jが 自分で文を唱えて とか,観 音が太fの 文 を唱えて とか と解釈 してい

る.し か し今は この考え方 と全 く違 った立場 で この文 を解釈 してみたい.そ の理 山は 「も

んをむす びて」 と敬語が使 川 してない ところに注意 したい.従 来 は 「じげ んにあつ か らせ

給て1と ある敬語が この文 に もか 鼠る と考 えて,文 を結 んだのは観 音とか太 子である と解

釈 されて来た.し か しそれ な らぽ,寧 ろ 「しや うとくたい しの もんを結 び給 うて」 と書 く

のが 女性 の文 章として自然 であろ う.そ こで今のよ うに 「しや うと くたい しの もんをむす

びて 【とあれぽ,文 を結 んだのは,観 音で も太 子で もな く,親 鷲 自らが文 を結 んだ と解釈

すべ きでなかろ うか.そ こで文 を結 ぶ とは,親 鷺が三骨一一朝の文 を 口で唱えた とか,或 は

親鷲が太子の文 と伝え られ てる廟 岨偶 の

我身救世観世音
ノf:ii我身大悲母

為度末阯諸衆生

遺留勝地此廟蝋

定慧契女大勢至

西方教主彌陀尊

父母所生lrl1肉身

三骨…廟三尊位

とい う文 を,紙 に書いて,こ れを笏か何 かに結 びつけて後世を祈 ったので,観 音が7J覗 を

さずけた と解釈で きないであろ うか24).こ の 三骨 一廟 の文の真蹟が金沢 市専光寺に蔵 せ ら

れてあ るのを見て も,親 鱒が この文 を知 っていた とい う事実 は否定 で きないのであ る.

次 に第三 の 「じげんにあつか らせ給 ひ候」 とあ るのは,如 何な る示現であ ったか.そ れ

は次の文 に 「ほ うねん上人にあいま らせ て」 とあ るか ら,f_tl水入 室 と関係のあ る示現で あ

った ことは想像 されるのである.乗 専 のr最 須 敬重絵 詞』巻_.25)に は 「法然聖 人い ま苦海

を度すかの所に到て要津を問べ きよし槌に示現あ り」 と云 ってい るが,こ の文が示現 の文

であ るとい う証拠 が どこに も現 存 しないか ら,想 像の作文 としか思えない,そ こでf=tI水入

室の示現は必 ず しも直接 的な言葉でな くとも,間 接 的に入 室を決意せ しめ るもので あって

もよいはず である.こ の問題を考 える前提 として,何 故 に親 鶯が比叡の山を ドりよ うと決

意 したか,何 故に観音 の示現 と求め ねぽ な らなか ったか.親 鷺 の心理 を推察す ることは,困

難であ るけれ共,少 く共(1)に は 自力にては証 り難い こと,(2)に は愛欲 の問題の解 決にあ っ
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た と云 えるだ ろ う・ この二つ の ことは結局一 になるのであって,最 も根本的 なものは,愛

欲 の悩みで あった と云わねぽ な らぬ.u教 行 信証」信巻末 の真仏第子 の結釈26)に も 「悲哉,

愚 禿葡,沈 え没於愛欲廣海一.,迷.惑 於 名利太山.、」 と告 白 している.こ の愛欲 と名利 を

求む る心は生涯を貫 く人間の ド1性と云 うべ きものであ る.存 覚の著 『歎徳 文』27)に1よ,比

叡山E一の親驚の心理 を描!f_/一して,「 難レ凝,定 水..,識 浪 頻動,難 レ観.心 刀_妄 雲 猶覆」

とあ るのは事実 に近 いものであ った と思われる.愛 欲 と名 利の煩悩 あ りなが ら救われ る道

はないか.源 空 の念 仏門はその道 を説 くものである ことを伝聞 していた と想像 され る.し

か し実際 に自力門よ り他 力門へ,聖 道 門を捨 て 瓦,浄 ヒ門に帰す る とい う一 大飛躍 は,容

易に決心がつか なか ったので,そ の決断 のために,観t'r_C-iの示 現 を求 めた と解 釈 して も,決

して不 自然 でない と思 うのである.も しこの考 え方が 妥当なもの とすれ ば,そ の示現 の文

は 「行 者宿報設 女妃,我 成鴨玉 女_身 被レ犯,… 生之問能荘嚴,臨 終引導生ご極業.」 と

い う六角夢想の偶文が最 も適 しい もの と思われ28)る.こ の六角夢想 の喝文の親鷺真蹟が 高

川専 修寺 に現 存 している.恵 信尼 の書簡29)に

この もんぞ,殿 のひへのや まにだ うそ うつ とめてお は し ま し け るが,や まをいで,六

か くだ うに百 日こもらせ給 て,こ せ の嘉いの り巾 させ給 け る.九 十五 日のあかつ きの御

じげ んのもん な り.ご らん候へ とて,か ぎ しる して まい らせ候

とあ るのは,こ の六 角夢想 の偶文 の ことであろ う.し か し恵 信尼 の書いた 自筆の偶文 は

現 存 しなけれ共,親 鷺 自筆 の この偶文 を書 ぎゲして娘 の もとに送 ったのであろ う.

この 「行 者宿報」等 の1S,,J文は 鎌倉時代 初期 に金胎房覚 禅が撰述 したLI』 の 四1ツ し

・如意輪 ドに 「本尊変.,王f女 _粕 と標 して 「又云(1 -r1)発 二邪見心_淫 欲熾盛,吋 レ

喧 ・落於 世一,如 意輪我成、・f._1女_,為 二 共人親妻妾_共 生レ愛一期生問荘嚴以 吐福貴.、

令レ造二無辺善事_,西 方 極楽ifF-{_レ 成 一、佛道.莫 レ生レ疑」 とあ るか ら30),こ の六 角

夢想の偶文 も,恐 くこの文 よ りヒン トをえて改 訂 された ものであろ う.

さて十 一 首太 子和 讃に 「和 國教主聖徳 王 」と云 ってあ る.こ れは イン ドの釈尊は正像時

代 の教 主であ り,太 子 は末法時代 の釈尊 である と見たのであ る.末 法時 代の教は在 家仏教

でな くてはな らぬ ・ と考 えたのである.三 骨 一…廟 の廟 岨偶のrfrに も 「為 レ度。,末世諸有情

…,父 母所レ生inL肉 身,遺 嘘留勝地此廟 岨_,三 骨 一一朝三尊位」 とあるか ら,こ の文 に着

想 したのか も知れ ない.彼 はr上 宮太 了御 記』 の終 りに,仏 教 の三国伝*iを 正 像 末の三時

に配 して記述 しているの もこの義を示 さん としたのであろ う31).し か し太 」をもって末法

の教生 と した尤 も明瞭な文は,r高 僧 和讃1の 終 りに32)

天竺 難 麟

曇讐和尚震 日
.道 練禅師善導禅

馳

和朝 韓 硬

巳 トし人

聖徳太子 整1黙盲幽 .

當鴫佛滅後一一千五百二十一年_山

と註 しているものである.こ の文によって太子を末法の教主 と見ていたことが窺われる

のである・ 『教行信証』化巻本の終 り33)に伝教の著 と伝えられているr末 法灯明記』を引

川して末法相応の教は在家仏教でなくてはならぬ ことを述べてある,覚 如のr御 伝紗』第
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三段34)に も この 「行 者宿報 」の偶文 を引川 して 「つ らつ らこの1記録を捜 て,か の夢想を案

ず るに,ひ とへに直宗 繁昌の奇瑞,会 佛弘興の表示な り」 といい,六 角夢 想の偶文が,在

家佛fIこ そ末 法相慮 の教である ことを表示す る ものである と主張 しているのであ る,

第 三回は建仁2年(1202)2刀 の四天Eぴ,磯 長廟 参籠である.こ の時 親鷲は30歳 で あ

った.『 高田正統伝』巻三35)に は,

同 年2刀,摂 州難波四 ノくE寺 ・に御参 籠あ り,持 念 屯々1!_'_..此序 を以 て,同 月21i{河 州 磯

長聖徳 の御廟 に三 日三 夜御参籠,終 日終 夜の念 涌 也.蓋 しu:II年霊 告 の密恩 を識 し,亦 す

べ て佛法 興隆の広徳 を報ぜ らる 鼠IIJ

と記 して ある.こ の時 には夢 告があ った とは云 うってな く,凸 二年 の霊 告を感謝せ んが た

めであったと述べて いる.こ の 『正統法」の記 事も当時四 天E午 や磯 長参籠 の流 行 してい

た雰情を考えて見 ると恐 らく事実 を伝えた もの と思われ る.

第 四回は建仁3年(1203)4月 の ノ∀「1堂観 肖=夢llFであ る.こ れは親鱒 の31歳 の時 である.

しか し,先 に述べ た如 く,こ の第四回 と,第 コ・iとは 同一 のll参ごと見てよい.何 故なれば,

r御 伝 妙』第 二段 と第三段の年trr」,r支 に つ いて各種 異本 の間 に錯雑が あるか らである36).

第 二 段 吉水入室の伝文について 云 へ ば,(・)r本 願Jl三聖 人伝絵』(康 永本 東本願寺蔵)(b)

「]1阜信 聖人 彰薦 伝絵』(専修{一.
t一蔵)(・)ガ 本願 芋親鱒聖人伝絵[(照 願¥蔵)(・Dr本 願 寺聖 人

!鵬 伝絵(弘 願 本,束 願 本 ぶ蔵)の 四本には,何 れ も

建仁第 竣の暦春の ころ聖ノ、測 、

と記 してあ る.も し,建 仁第一三の 暦で あれば,割 註 の29歳 ぱ31歳 で なけれ ばな らない.

しか るに(E)善 信聖 人絵(西 本願¥蔵)だ けは,

建 仁第一乃暦春の比 臼、2臓

とな ってい る.西 本願 寺蔵 版本 もこれに従 っている.

次 に この第一三段六角夢想の伝文は,年 シナ「支ともに 前述の(a)(1))(c)(d)の四 本は,と もに

建仁三年 重西 四刀五 日夜 寅時

とな ってい る.し か し建1-一 一年の干 支は癸 亥であ って,料 几1では ないか ら,明 に誤 りで

あ る.と ころカミ(E)iド論信規1ノ＼糸会1(i斯 本原貞午蔵、)だ け1よ

建 仁三年 ラ核 四刀五 日夜寅時

とな ってお り,西 本願 寺蔵版本 もこれ に従 っている.

この よ うに,両 段 のi,「 支 に錯雑 があ るのは,こ の第三段 の六角夢想は,第 二段の

占水入室の契機 とな った六 角夢 想 と同一一・の㍗1渓であ るとい うことが傍証 され るか ら,さ き

に述べた よ うに示現 の文は,こ の 「行 若宿報 」等 の偶文であ った と想像 され るのであ る.

以Lの 第四回までは,太 子 との超遁 である ことが,分 か るけれ ども,今 一 回,前 後の文

で推知 され るものが ある.そ れ はr像 末和 讃の初37)に 「康 元2歳 丁 巳二刀九 日夜寅時,夢

/{-
li云 」 として,

弥 陀の本願 信ず べ し

本願/、亨ず るひ とはみな

摂取不捨 の利 益にて

先L覚 をば さとるな り

の ・i'`{の不li讃が ある.こ の康元2歳IUの 年 は,親 驚 の85歳 の時 である.と ころがr御

伝紗」.1__第四段 の蓮位夢想38)で は 「建 長八年 丙辰二 刀九 日夜寅時」 となっていて,今 口附

や寅時 と全 く一つ である.建 長八年 は親鶯84歳 の年 で,こ の年 の5月29日 に長子善 鱒 を義

絶 しているのである.こ の 『正像末和讃 ぞの夢 告は何 人の夢告かは明に記 されてないが,
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専 修寺蔵 の真蹟和讃本 には正像末和 讃の本文 に三十 五 首を列 ね,そ の次に今の夢告を記 し,

終 りに五 首の和讃 を示 して いる.そ の五 首の中,第 二,第 三¥f.ｺfが太 子讃 であるか らこの夢

告は聖徳太Jの 夢 告であ った と考え られ るのであ る39).

親 驚 は太 子を末法の教主であ ると見て いるのであるか ら,ｺr像 末 和讃」 に,太 子の夢

告によって 書かれた もの と云 って もよい.「 釈迦如 来か くれ ま して,二 丁一 年 にな りたま

ふ,IE像 の 二時はおは りに き.如 来の遺弟悲泣せ よ!と い う讃 文よ り初まって いるこ とで

推知 され る40).

4.太 子 観の二面

親 鷺の太 肩観には(1)歴 史的太J観 と,(2)超 歴 史的太 子観 との二面があ る.そ の歴史的太

J観 と云 うのは,主 として ヒ1_fT.t"1和讃 や,百 十四 首和 讃の中に,六 角堂建 立や,四 天ヨ三

寺建立 の縁起 を述べ,さ らに 十 ヒ条憲法 の製定 や,三 経義疏 の撰述な どを奉 讃 してある も

のが これ である.之 等 は太了 を歴it1 -一の人物 として,… 生 の 塵拝蹟 と史実 に よって讃仰 した

ものである.今 その両和讃 の内容 を考察 して見 よ う.

先 づ ヒ十五 首太子和讃は,共 さにはr皇 太f聖 徳奉讃」 と云 い,七 十五 首あるので,一 ・

!71卜四 首太 」和讃 に区別 して七十五 首太子和讃 と称す る.又 この和讃 は,四 天王寺建 寸えの

ことが中心 とな ってい るので伽藍和 讃 とも称せ られ る.

この 七 卜五 首和 讃の真蹟完本は,高 田専 修寺蔵 の真 仏伝持本 とされ ている.本1曇1は 表紙

にE`1一_太子聖徳奉讃」 とあ り,左 ドに釈真仏の三字があ り,文 末には

建長 ヒ歳乙卯十 一一1晦 日,1}之愚 禿親 鷲83i,'kとあ る.し か しこの真仏本は,親 鱒の真蹟か

否かについて異論があ る.こ の本 の字体 が,真 仏の筆 と確認 されてい る 「経 釈 文 聞 書」

G川 酬1易蔵)とiレ鵡一であ るか ら,親 鶯の真蹟 と云 うことは正 しくない.し か しこの和 讃の

断簡が,現 ・在各地 にあ り,真 蹟の もの も多数存 してい るか ら,親 鱒の真撰 と考 えて もよい.

さて,こ の ヒ十 五 首和 讃の内容 は大体三部 に区分 され る.第 二1†よ り第十 首までは,六

角堂建 立の縁起 を述 べた もので,こ の部分 は,伊 呂波字類 抄(十 巻 本)の 六 角 堂 の 条,

rf宮 太 子拾遺記』巻二 ,「 聖誉抄』 ド巻な どに引川 してある六 角堂縁起 に拠 ったもので

ある.第{の 一一首よ りヒ トニ首までの六 卜 二首は四 天rlコ」塗 中心 とす る和讃 である.こ の部

分 は 『御手印縁起」 「聖徳太子伝暦」,「 松J伝r'.,「[本 三宝感通 集」(太f廟 鋸 文を

含む)等 に拠 る ところが 多いのであ る.終 りの第 ヒ十三 首よ り,第 七 卜7[首 までは,十 ヒ

条憲法 の文に依 る.

か くの如 く三 部 よ り成 るが 初の六 角堂建 立の文 は…・往 まとまってい るが,第 二,第 三の

部分は,末 定 稿の断簡である とも考 え られ る41).

次 に 一百十四種太子和 讃は,具 さにはr大 日本 粟散王聖徳太子奉 讃』 と云い,明 和 元年

(1764)十 刀 の序 があるr真 宗遺文纂 要」 に収 めて,先 啓が刊行 した もので,こ の文 末に

は,

康 元二歳 「L1二月 三十 日愚禿親 鷲8猿 の奥 書があ る.先 啓は,こ の真蹟本 は八代 の願 永寺

にある と云 っているが,近 世 に焼失 した と云 う.こ の和 讃はr上 宮太 子御 言己』 の原 本 とな

った 「三宝絵詞」 によって作 られ たものである.r三 宝 絵詞」 は源為憲が永観2年(984)

冷 泉 天F-1r=_第二 皇女尊 子内親王(当 時19歳)の ために書いた もので,上 中下巻 それぞれ 仏宝,

法宝,僧 宝 の巻 に分 ち,中 巻 に本 朝の仏教x;18人 の 説話 を収 め,聖 徳太子 に関す るものは,

そ の最初 にのせ てある.r三 宝 絵詞」は 「聖徳太子伝暦』 によって書 かれ たものである,

百 十四首 の中には,直 接 にr伝 暦』に依 って作 られ たものもある.初 めか らr伝 暦」 に依

らなかったのは伝暦 は記 弓1:が余 りにも詳細す ぎて,和 讃 にな りに くかったか らであろ う.
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これ に 対 し てr三 宝 絵 詞 』 の 太 召 云は 簡 潔 で,… 般 向 き で あ る た め,和 讃 に 作 りか え る の

に 便 利 で あ っ た か ら で あ ろ う,

次 に ヒrとICIl・ 四 首 和 讃 の 内 容 を ドに 示 し て お こ う42).

75首 太 ∫㌃和 讃

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

H

総讃

六角堂縁起

えぐrの 前身

四ノく王lf縁 起

仏教1度il

太fの ・}f蹟

太 子の本地と前身・

仏教の東漸

太 ∫先の後身と仏教弘通

立太 」孔と17条 憲法

石馬石歯石記二文の由来と1勾容

仏敵'芋瓦是のこと

太tの 御名

17条 憲法の第2条 と第5条

一…

(Dl

i
ぐ2・-/0)

ql一 レPl

(13--29)

1

(31、)一一32)

(33-一 、13)

(4.1-一 一16う

(17--51)

(52--55)

(、56-58♪

(59-63)

ぐ64-一 一71♪

t、72)

(73-75ジ

n4首 太j'・和讃

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

総讃

ノt'誕の伝1説

幼少時・代の逸話

崇仏と材イム=派 の争い

こ1鐘興隆

守屋討伐と四天王 与縁起

19歳 よ り35歳 までの伝説

1{引1}取経 の伝説

(、1-2ク

r3-…8)

(9-一 一!7)

〔18--33)

G438)

(39--50)

(1-…-59)

(60…81')

皇妃、と 共に 入 滅 の で手い を 、1/7)(82-90)

ル 岡III遊 行 の伝1説

太 子 入滅 前 後 の状 況

太 子 の遺 跡t.t.院

御 名 ・り由 来

X91--97>

(98-105

(/06--109)

(110-一 一ll4)

猶,こ こに注liす べ きこ とは,太f和 讃 と善鶯義絶 との関係で43)あ る.親 鶯 の長男善鷲

が関 東において異義 を主張 し,彼 を義絶 したのは,親 鶯 の84歳 の時 であった・ この前後 に

三種の太r禾 口讃が作 られ てい る.そ のために和 讃の中に,善 鷺 の裏切 りを暗 に批 判 した と

思われ るイ,のが 見受 け られ る.例 えば,L十1揃6和 讃の中1こ 「如来の遺教 を疑 諺 し,方 便

破壊せ む ものは,弓 削の守屋 とお く,ふべ し,し た しみちかづ くことなかれ1と か,「 つれ

に佛法を殿諺 し,有 情 の邪 見をすすめ しめ,頓 教破壊せ む ものは,守 屋 の臣 とお もふべ し」

とあるものがそれであ る.し か し罪をに くんで も,・誇鰍 ま1白Lを分けた我/で あ るか ら,親

心 として我子を/1:n{:れ と思 ったに違いない.そ の親心を太 子に托 して 「久遠劫 よ りこの

世まで,あ はれみ ま します しる しには,仏 智不思議につけ しめて 善悪浄微 もなか りけ り」

と反逆 の1のLに も,太Jの 引導 によって,如 来の摂取 を仰 いだ と,思 われ るのである.

さて この ヒ ト五 首と百十四 首との二種 の和讃 の外 に,太 子の史実 を親鶯 自 らが編 集 した

と推定 される ものに 『-f一宮 太 子御 記』44)な る ものが ある.本,井 は聖徳太子 の略 伝であるが,

_Ci_絵詞 』巻 中の巻頭 の序詞 と,太 子に関す る部分 を抽 き川 し,そ れに 「日本三宝感通

集』や 「文松子伝一1等の… 部を加えて編 成 した ものである.親 鷺の辞 ゲ以外には・伝え ら

れていないか ら,恐 らく彼の編成 と思わせ る.本 書の古 写本は,本 願L如 に よって

伝え られた ものが,西 本願 寺に存す る.そ の最後に次 の如 き奥 書があ る・

lE嘉 元 歳-∫已五刀十 一 日書写之愚禿親鶯8誠 以彼真筆i草本弘安六年八/l三 ヨ孫睾寂忍25歳 徳

治第二暦孟冬六 日於造岡道場拝見此書,於 和 田宿場講写之了 釈覚如 予依 目所労 更発,

イ筆参差イ乃雇他筆難終功,至 『f」、奥又故書 止之而 己

if嘉 元 年(1257)は 親 鷺 の85歳 の時で ある.こLに 書写 とあるか ら親驚以 前に此 書が 存

在 していたよ うに見えるが,親 鶯は 自撰 のものにも,,Ψ ゲ と酵 く場合が あるか ら,『 御記』

は彼 の手 で編成 され たもの と思わ れる.

親 衡にはh述 の如 き史実 によって奉讃 した歴 史的 太rf観 と,歴 史を超 えた永遠 なるもの
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に即す る太子観 とがあ る,か 鼠る太子観は主 として十一首和讃 の上 に見 られ るので ある.

この十一 首和 讃は具 さには 『皇太 子聖徳 奉言賛』 と云い,『 正像末和 讃[の 中に収めてあ る.

「正像末和 讃!の 真 蹟本が専修寺 にあるが,そ の奥書には

正嘉元年J心巳壬三月一一・II愚 禿親驚8臓 書之

とあ るか ら,親 鷺の85歳 の 作であ る.一 一 の太r和 讃の中では一番遅 く製作 した ことに

な る.

さて,こ の トー首和 讃は,聖 徳太子の歴 史的 な史実 を述べ たものでは な く,親 鷲の胸の中

に涌 き ヒる太r崇 敬の心情を吐露 したものである.歴 史を超 えた永遠 の太 子として把握 さ

れ ている ところに特色があ る.こ の超歴 史的 の太子観 の背景 としては 『伝暦』 の観 音化身

説や,r日 本 往生極楽記』の 西方願生 者 とす る見方が 素材 とな り,親 鱒独特 の太子観が構

成 され ているのであ る.即 ち(1)太 子は弥陀 の本願 を弘宣 した とし,(2)は 太 子は観音の化身

である と共 にア ミダ如来の 化身であ る とし(3)太子 は49歳 の寿 命に即 して,永 遠 の生命 を持

・,た人で ある とし,.(4)極 楽 界 よ り還来 した還相摂 化の人で ある とい う考 え方がt'1ま れ て

いるのであ る.

先づ(1)の 太 子が ア ミダ如来 の本願 を弘宣 した人 である と見 たのは 「上宮皇子方便 し,和

国 の有情 をあはれみて,如 来の悲願 を弘宣せ り,慶 喜奉讃せ しむべ し」とか,「 聖徳皇 のあ

はれみ に,護 持養 育たへず して如来二種 の廻 向に,す 瓦めいれ しめおは します」 とあるの

が これ である.し か し太 子が浄f教 典 を 見た とい う史実 はあるが,こ れを弘宣 した とい う

,拝実 は見当 らない .

(2)太rが 観音 の化身 である と共 に,ア ミダ仏の化身 である ことは 「この像つね に帰命せ

よ,聖 徳太子 の御身 な り,こ の像 ことに恭敬せ よ弥陀如来 の化身 な り」 の讃文 に顕われ て

い る.親 鷺が か く思考 したのは,観 音はア ミダ仏 の脇{=で あ る といわれ ているので,そ れ

よ り類推 して,太rを ア ミダ仏の化身 にまで 止揚 したものであろ う・

(3)太子 のf:に,永 遠 の生命 を見 た ことは 「光 始 よ りこのかた この世まで,聖 徳皇 のあは

れみに,多hの ごとくにそひたまひ,阿 摩 の ごとくにおは します」 とか 「多生暖劫 この世

まで,あ はれみかふ れる この身 な り,一 心帰命 たへず して,奉 讃ひまな くこのむべ し」 と

云 う讃文 に顕われている.

CD太1孔 を極 楽界 よ り還 来 した還 相廻 向の人であ ると見たのは,『 三帖和 讃」 は 『教行信

証』 と異 って,弥 陀の正覚 よ り,衆 生摂化 に出で くるとい う体 系の ドに組織 された もので・

これを正覚門の法義 と云 っている.45)r三 帖和 讃』の最初にあ る讃阿弥陀仏偶讃は,弥 陀

如来の 自証の 世界を奉 讃 し,そ の弥 陀の正 覚 よ り,衆 生を摂化のために出て くるのであ る

とい う構想の ドに編成 されてあ る.そ こで讃ア ミダ仏偶讃の末尾に,そ の還相の人を列挙

して46)

阿弥陀如来 饗辮 熱

富楼那尊者

釈迦牟尼如来 罎欝

津 提 ノ、、1＼

頻 婆婆羅f_斉 整炎i}:

園闇tit工

提 婆 尊者!縞 奇ll1

と次 第 し,準 提夫人,阿 閣 世王,守 門 痔まで,衆 生を救 うために極 楽 よ り還 って来 た権
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化の人であると見ているのである.

さらに,r高 僧和讃』の末尾に,で ン ド,中 国,日 本の ヒ高僧「井に聖徳太子を列挙 した

のはこの構想がこNに まで及んで行 くことを示 したものであって太子をもって極楽界より,

衆生摂化のために出て来た化身 と見たのである.

かNる 見方は,聖 徳太子を歴史的の人物としてよりか,超 歴史的の人であると見た宗教

的,信 仰的立場であると云わねばな らぬ.し か し,所 謂太子信仰とは全 く,そ の質を異に

するものであることを留意せねぽならぬ.所 謂太子信仰は,例 えば大工.左 官などが太子

を信仰の対象とするものを云 うのであるが47)親驚の場合はこれと異 り,信 仰の対象はアミ

ダ如来一仏に限定 しておるのである.太 」はこのアミダ如来の意を うけて,末 世相応の教

として如来の本願を弘宣するために,浄 ⊥より還来して来た化身であるか ら,仏 法弘通の

恩を感謝するために,太 子を奉讃 し,崇 敬するとい うのが親鷺の気持であったと思われる.

かかる親驚の太 」観は他に類例を見ないもので 「伝暦』やr日 本往生極楽記」などの考え

より,更 に一歩を進めたものである.こ れは全 く親鱒の宗教的,信 仰的な把握によるもの

と云わねぽならぬ.

・王二葡一
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家永三郎氏が最近出た岩波版の日本思想史大系聖徳太1な集に確実な史実と思われる太子の事蹟を素

描 している.
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金治勇氏著 「聖徳太了和讃』p.83.

岩波版 日本思想史大系 『聖徳太子集』p.370,

r上宮聖徳法王帝説の研究』増訂版p.198.

日本書紀24.(岩 波 日本古典文学大系本p.253)に 「吾起レ兵伐二入鹿_者 其勝定之.然 卜1』一身之故_、

不レ欲レ残二害百姓、是以吾之一身賜二於入鹿_」 と述べてある.

望月信成氏論文 「聖徳太子像の種h相 」聖.徳太子論集p.485.

『日本書紀』岩波版「1本古典文学大系本p.205.

勝野隆信氏論文 「慈覚大師円仁における聖徳太子伝」日本仏教学会年報第29号201.

『太子伝暦』上巻大 日本仏教全書第112p.4.

同上 同上p.12.
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r伝述一心戒文』巻中伝教大師全集1p.591大 正蔵74.p.647.

『顕戒論』巻上伝教大師全集1p.78.

r伝述一心戒文』伝教大師全集1p.591大 正蔵74.p .647.

拙論 「聖徳太子信仰と親鱒」 宗学院論輯第43-"一,,.

『高田開山親欝聖人正統伝』巻1真 宗全書本p.337.

『非正統伝』真宗全書本p.417.

『非正統伝』 同上p.452.

『教行信証』化巻末 真宗聖教全書2p.202

『六要紗』第6同 上2p.440.

『六要砂』第1同 上2p .206.

稲垣 真哲氏論文 「太子信仰と浄土宗西山派祖」U本 仏教学会年報第29}}p.293.

恵信尼書簡第3通 親鱒聖人全集書簡篇p.187.

藤島達朗氏論文 「聖徳太子と親驚聖人」 日本仏教学会年報第29.p.274.

梅原隆章氏著 『親鷲伝の諸問題』p.101.
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『〔誹ε荊}1金少』プく1E,静こ[島lf象占i≦p.480.

この問題については名畑崇氏の論文 「親鱒聖人の六角夢想の偶について」の中に紹介してある(真

宗研究第8輯 所収).

『L宮太了御記』親鷺聖,ノ＼全集輯録篇二P.395.

「高僧和讃』真宗聖教全書2p .515.

『教行信証』化巻本同.L2p.168.

r御伝妙』上同上3P .640.

r高田正統伝』巻3真 宗全書本p .360.

梅原隆章氏は 『御伝紗の研究』p.54に この問題を詳閲 してある.

『正像末和讃』真宗聖教全書2p .516.

高田専修寺版の 「三帖和讃国宝本解説」参照.

r正像末和讃』真宗聖教全書2p .516.

宮崎円遵氏著 『真宗書誌学の研究』p.95.

多屋 頼俊氏論文 「i聖徳太子の讃仰の文学」聖徳太子論集p.389.

金治勇氏著 『聖徳太子和讃』参照.

宮崎円遵氏著 『真宗の歴史と文化』p.90.

親鱒聖人全集輯録篇2p.399にr上 宮太子御記』の解説がある.

拙論 「真宗教学に於ける2の 立場」真宗教学の研究p.171.

『讃弥陀偶讃』真宗聖教全書2p .491.

石田茂作氏論文 「太子信仰の変遷」 『堅徳太子と日本文化』p.158参 照.

Summary

IntheintroductionofthispaperIdescribethehistoricaldevelopmentofthefaith

inPrinceShotoku,andexplainthatShinrancametoworshipthePrinceonlyunder

aninfluenceoftheJapaness"1'endai,especiallyofJien(Jichin).

InthemaindiscourseIshowfirstthatShinranreceivedfivemysteriousmessages

fromthePrinceinhisdreams,andthenattempttodefinethemeaningofeachmes‐

sage.Lastly,disclosingthatwhileShinranlooksuponthePrinceasahistoricalper-

son,heregardshimasanincarnationofAmidaBuddha,Idemonstratethatthelatter

viewofthePrinceispeculiarlyShinran'sown.


